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めっき加工において30年以上の経験を通じて培ってきたノウハウに基づく 、バ

レル方式による電気亜鉛めっきの特殊加工技術を持つ。大阪府鍍金工業組合

においては技術委員を長年務め、講習会で受講者に実技指導を積極的に行う

など、業界の後継者育成に尽力している。
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大阪テクノ マスタ ーと は…大阪市内のも のづく り 企業で活躍する“ も のづく り ”のスペシャリ スト 。

品質と生産性を高めてＭＡＤＥ Ｉ Ｎ ＪＡＰＡＮを守る

電気めっき

めっ き 体験のイベント において、めっきするまでの前作業から

自分でしても らう 。一瞬で美し く 変化するのを 見て感動しても

らえるのと 同時に、丁寧に前作

業する ほど 良い仕上がり にな

るこ と を 実感し ても らえ、めっ

き の大変さ を 少し で も 理解し

てもらえるのが嬉し いと 前田さ

んは話す。

ながら 技術レベルを上げてきた。「 その時は苦し かったけれど、

長い目で見ればあり がたいこと だった。」 と 当時を思い起こし 笑

う 前田さ ん。

「 こ れから のも のづく り は品質が勝負。同業はもちろん他業種

企業と も 競争ではなく 交流して、互いにレベルアップを図ら ない

と 国際競争には勝てない。日本が世界に負けないよう にＭＡ Ｄ

Ｅ  Ｉ Ｎ  Ｊ ＡＰＡ Ｎ を守ってほし い」と 次世代へ期待している。

　 手を抜かない品質管理が大切

めっきには前作業、後作業も含め多く の工程があり、高品質を保

つにはそのいずれにも 手を抜く こ と はできない。自社の機械は

全て清掃からメ ンテナンス、

修理まで 自分たち で 行う 。

洗浄液の汚れは品質の低下

につながり 、排水処理は環

境問題にもつながるので、十

分な知識と 管理が必要。機

械の修理は一度業者のやり

方を 見て 覚え たそう だ。さ

すがテクノ マスタ ーだ。

　 輝く 部品の奔流

前田さ んの工場に入ると 、めっき工程を終えた大量の部品がバ

レルから 一気に流れ落ちる大きな音に出迎えら れた。

部品を入れら れたバレルが、オート メ ーショ ンで、前作業から め

っき 後の作業工程までバレルごと に一気に進むのだ。きれいに

めっきさ れた部品の輝きと 音の奔流に圧倒さ れてし まった。

　 めっき加工を支える熟練工の経験と 知識

自動車から 小さ なアクセサリ ー、スマホ、ＰＣ など、日常生活の

中でも めっきさ れたも のは大量にあり 、めっき加工が無ければ

世の中は成り 立たない。

し かし 、これだけ世の中に当たり 前にあり ながら、熟練工の独自

に蓄積さ れたノ ウハウや知識に負う と ころが大きいのがめっき

加工だ。

そのう え前田さ んは、大量の多種多様な部品を同時に処理する

こと や、初めての部品でもこれまでの経験に基づき、適正な電圧

やバレルへの部品投入量を調整できる技能を持っている。その

結果良い品質を保ちつつ生産性を上げること ができている。

　 自動車メ ーカ ーの求める高品質レベルをクリ アしていく

めっき製品の中でも 、自動車メ ーカ ーの求める品質レベルは高

い。前田さ んは、その要求に応えるべく 、創意工夫してクリ アし

めっきの一瞬の変化に感動
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めっき

排水処理も 大切な仕事。

都度状況判断し て処理の設定を 変える 。

オート メ ーショ ンでバレ ルが次々と

溶液の中を も ぐ っ ていく 。

めっ き さ れた部品が大き な音を

たてて流れ落ち る 。

少量なら 治具（ ひっかけ）
を用いてめっきをする。
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